
⾦沢⼯業⼤学COI 研究活動・連携活動 ICC
Innovative Composite Center

 活動の成果
• 製造技術の確⽴、中間材料・構造材料の商品化、耐震補強材・FRP筋などの社会実装

→ 安⼼・安全な社会の実現に貢献
• スポーツ分野や航空機分野など他分野への適⽤の展開

→ COI連携プロジェクトとして外部資⾦等も活⽤し社会実装を推進
 COI後 基盤技術で進める研究等を企業との連携により、社会実装へつなげる取組を継続

■9年間の研究活動
フェーズ1、フェーズ２、フェーズ3と３年を区切りとしてシーズ技術の深堀から、それらの技術の組合せによる

共通部材の⾰新製造技術、⾰新素材開発、さらに具体的なバックキャストからこれらの技術を適⽤したアプリケー
ションの社会実装、次世代インフラの構築を推進

■連携活動

コンポジットハイウェイ
カンファレンス2015

（⾦沢開催）

コンポジットミーティング
2015での⽇本企業、
ICC展⽰ブース

（フランス・ナント市）

CFK-Valleyにおける
⽇独企業の技術交流会

（ドイツ・シュターデ市）

 ⼟⽊分野への⾰新材料実装研究会
ゼネコン、部材メーカー等のユーザー、および鉄道、道路、電⼒、港湾等の研究機関、発注者等が参加

 ICCメンバーシッププログラム
企業研究員の受⼊れ︓50社・60名

 ほくりく先端複合材研究会
複合材料関連の約６０社による研究会

 コンポジットハイウェイコンソーシアム
ICC（⾦⼯⼤）、NCC（名古屋⼤）、GCC（岐⾩⼤）を中⼼に企業約200社参加による連携活動

 ⾦沢⼯業⼤学COIの中⼼実施場所︓
⾰新複合材料研究開発センター（ICC）




